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論文要旨：ビスフォスフォネート(BP)系薬剤関連顎骨壊死(bisphosphonate- related osteonecrosis of 
the jaw:BRONJ)は発生頻度は低いものの、発症すると極めて難治性であり、予防および早期診断が重要
である。本研究の目的は、BRONJ 症例の簡便な早期診断法として CT の有効性を確立することである。対
象は、2005 年 11 月から 2010 年 12 月までに、下顎骨の CT を撮影した患者とし、BP 投与患者のうち BRONJ
と診断された 20 症例を BP 群、BP 投与歴、下顎骨内に病変のない 20 症例を対照群とした。アメリカ口
腔顎顔面外科学会の基準に従い、BRONJ を stage 0 と骨露出を伴う stage 1-3 に分類した。海綿骨およ
び皮質骨 CT 値、皮質骨幅を計測して BRONJ を認めない部位 (non-BRONJ)、コントロール群の４群に分け
て比較検討した。さらに、BP 製剤の投与経路や投与期間と各計測項目の関係についても検討した。統計
学的解析は、2群の比較には un-paired t-test、4群間の比較には ANOVA を用いた。海綿骨 CT値では ANOVA
解析で４群間に、個別には Stage 0、Stage 1-3 と non-BRONJ、対照群の間に有意差を認めた。皮質骨幅
では 4 群間に、個別には Stage 0、Stage 1-3、non-BRONJ と対照郡の間に有意差が認められた。皮質骨
CT 値では有意差が認められず、投与経路、投与期間についても有意差は認められなかった。以上、本研
究では、BP 投与患者が BRONJ の確定診断を得る前の Stage 0 の段階で海綿骨の CT 値が有意に上昇する
ことが示され、BRONJ の早期診断には海綿骨 CT値の計測が有効である可能性が示唆された。 
審査過程： 
１. 新しい病態である BRONJ の診断基準の限界についての質問に的確に答えることができた。 
２. ステージ 0における診断の問題点についての質問に的確に答えることができた。 
３. ケースコントロール試験について正しい見解を有していた。 
４. 縦断的な試験の必要性について正しい理解を有していた。 
５. BRONJ 以外の疾患と比較することの意義について正しい理解を示していた。 
６. CT 以外の検査法の利点、欠点についての正しい認識を有していた。 
７. 今後の研究の進め方に関する質問に対し、妥当な解答が得られた。 
価値判定： 
本研究は BRONJ を早期発見する方法として、下顎海綿骨の CT 値の上昇を検知することが有用であること
を示した論文である。実臨床で簡単に取り入れることができる方法であり、臨床面での有用性が高く、
学位論文としての価値を認める。
